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ソ ビエ トにお け る資 産再 評 価 に つ い て
森 章
周知 の よ う に,ソ ビエ トでは物 的生産 の全 部門 の固定 フ ォソ ド(固定資産)
の統一再評価 は,1960年と1962年に実施 され た。1960年1.月1日には,国 営企
業 とコルホ ーズを除 く協 同組合企業 お よび組織 の固定 フ ォソ ドが再 評価 され,
1962年1月1日には,コ ル ホ ーズの固定 フォソ ドが再評価 された。 そ して,こ
の資産再 評価 の結果 を もとに して,1963年1月1日か ら新 しい減価償却控除 率
が導入 された。
ところで,最 近再 び,固 定 フ ォソ ドの統 一再 評価 が物的生産部 門 と非 物的生
産部 門にわた って実施 され る ことにな った。今回の資産再評価 は,1972年1月
1日に コル ホーズを含 むすべ てのホズ ラスチ ョー ト制企業 と組織 の固定 フォソ
ドにたい して実施 され,1973年1.月1日に国家予算の資金 で運営 され ている予
算施 設 と機関 の固定 フ ォン ドにた い して実施 された。 そ して,こ の再評価 の結
果に もとついて,再 び,1963年の減価償却控除 率は改訂 され,ユ975年1月1日
か ら新 しい減価償却控 除率 が導入 された。
このため,1970年代 の前半 におけ る ンビエ トの学界 では,資 産再評価 の実施
と新 しい減価償却控除 率 の作成 をめ ぐって多 くの論議 がたたかわ され たのであ
る。現 に,1974年6月号 のr簿 記』誌 には,「固定 フォソ ドの会計 を改善せ よ」
とい う主 張をの せ,1973年現 在で,ソ ビ=ト の生産 的固定 ブ ォソ ドの価値 は
6230億ル ーブルの巨額 に達 し,1960年と比較 して約3倍 も増加、Ysてお り,固 定
フ ォン ドの評価 と減価償却 の問題 は,ソ ビエ ト会計学界 の重要 な研究課題 であ
る,と 指摘 してい るω。 ま さに,社 会主義 国家 と全人 民 の貴 重 な財 産 であ り,
祖国 の富 お よび力 の源 泉,す べ ての勤 労者 の豊か でか つ文化的 な生活 の源泉 で
もあ る固定 フォン ドにたいす る 「計算 と管理」 は,依 然 として,今 日において
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も重要な意義を もって いるの であ る。
そ こで,本 稿 は,ソ ビエ トに おいては資産再評価 の実施 と新減価償却控除率
の作成 とは きわ めて有 機的な関連を もってい るが,ま ず,今 回の統 一再評価 の
実 態をあ きらかに したい。 このため に,こ れ までの ソビエ トにおけ る資産再評
価 の経緯 と今回 の資産再評価 の歴史的背景 お よび資産再評価 の意 義 と特徴を一
瞥 したあ と,今回 の統 一再評価 の内容 とその結果 の実 態をみ ることに したい②。
(1)flepelloBafi.CoBepu」eHCTBoBaTb6yxraJITepcKH↓iyqeTocHoBIIblxΦol{及oB.
《ByxraJITepc額{葭yqeT》1974.No.6、cTp.3～7.
(2)ソ ビ エ トに お け る 資 産 再 評 価 の 実 態 を 把 握 し た の ち に,後n,社 会 主 義 の も と で
の 資 産 再 評 価 を 理 議 的 に 杉 察 し た い と 考 え て い る 。
〔1〕
まず,こ れ までの ソビエ トにおけ る資産再評価 の経緯 と今回の資産再 評価 の
歴 史的背景 をみ よ う。
ソ ビエ トでは,1960年以前 には,国 民経済 の個 々の部門や国家の それ ぞれの
地方 で20回にわた る固定 フ ォソ ドの再評価 が実施 され て きた。た とえば,1925
年10月1日には,大 工業 の固定 フォン ドの再評価 が実施 された。そ の後,1935
年 には,ソ フホーズ とMTSの 固定 フォソ ドは再評価 され,1940年には,鉄 道
業,通 信業,漁 業 の労働手段 は再評価 され,ユ941年には,リ トアニア,ラ トビ
ア,エ ス トニア地方 におけ る固定 フ ォソ ドは再 評価 され,大 祖 国戦争終結後 に
は,一 時期 ドイ ツ ・ファシス トに よって 占領 されていた地方 の企業 と組織 の固
定 フォソ ドは再評価 され,そ して,1952年には園営公益企業 の固定 フ ォソ ドは
再 評価 された のであ るω。 しか し,こ れ らの資産再 評価はあ る一部 の地域,ま
た は,あ る一 部の産業部門 において,し か も,特 別 の歴 史的背景 と事情 の もと
でおこなわれた のであ る。 したが って,国 民経済のすべての固定 フォン ドの統
一再評価 ではなか った。
全 国民経済 的規模 に よる固定 フ ォソ ドの統一再評価は,ソ ビエ トに お いて
は,国 営企業 らの固定 フ ォソ ドについては1960年1月1日に,コ ル ホーズの固
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定 フ ォソ ドについ ては1962年1月1日 にそれ ぞれ実施 された。 しか し,当 時
は,国 家予算の資金 に よって運営 され る予算施設 と機関 の固定 フ ォソ ドは再評
価 されず に終 った。今 回の資産再 評価 は,の ちに詳 しくみ るよ うに,1972年1
月1日 には コル ホ ーズを含 むホズ ラス チ ョ 一ー・ト制企業 と組織 の固定 フ ォソ ドに
たい して実施 され,1973年1月1日には予算施設 と機関 の固定 フ ォソ ドにたい
して実施 され た。 このため,今 回の資産再評価 は前 回の場合 よ りもそ の規模 は
大 き く,ソ ビエ トにおいては,ま さに全 国家的規模 に よる固定 フォソ ドの最初
の再評価 とな ったのであ る。 したが って,今 回 の資産再評価 はまさに 「国家的
事業」 といいえ る ものなのであ る{2}。
前回の統 一資産再評価 と今 回の統 一資産再 評価 との問 には約10年とい う間隔
があ る。 この10年間に ソビエ ト経済にいかな る変 化がお き,再 び資産再評価 の
実 施を必要 とさせ るいかな る要因が生 じたのであ ろ うか。
まず,1961年か ら1970年の うちに全 固定 フ ォソ ドは2.2倍に増加 し,そ の う
ち,生 産 的固定 フ ォソ ドは2.4倍に,非 生産的 固定 フォン ドは1.9倍にそれぞ
れ増加 した。第7次 五 力年計 画中(1961～1965年)には,新 規 に導入 された全 固
定 フ ォン ドの価 値は2320億ル ーブル であ り,第8次 五 力年計画 中(1666～1970年)
には,そ れは3240億ル ーブル であ る。 この2つ のil:力年計画年度中につ くられ
た新 しい固定 フォソ ドは,19ユ8年か ら1971年までに導入 された固定 フ ォン ド総
額 の半分以 上 もしめてい るのであ る。 ソビエ トにおける固定 フ ォン ドの増加 テ
ンポは第1表 の ごと くであるが,こ の表か らもわか るよ うに,1960年か ら1970
年 にかけての ソビエ ト経済 には固定 フ ォソ ドのいち じる しい増加がみ られ るの
である{3}。 ・
また,こ の10年間に,社 会的生 産の技術経済的諸条件 も変化 した。1961年か
ら1970年の うちに,工 業 におけ る労働生産性 は1.7倍に,建 設業では1.6倍に,
鉄道業 では1.7倍にそれぞれ増加 した。同 じ期 間に4万4500種以上 の新型 の機
械,設 備,器 具が つ くられ,ま た,新 しい種類 の原材料 が出現 した。 同時 に,
機械 製造業企業 では,4408の構造的 に陳腐 化 した機械,設 備,器 具 が生産か ら
除却 された{4}。
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第1表 ソ連邦の固定 フ ォン ドの増加テ ンポ(年 度末 のもの,1913年=1)
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0.96
0.94
0.89
0.93
0,98
0.80
0.84
1.0
1.0
0.99
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2.8
2.6
6.9
1.4
3.1
34.2
8.7
3.0
2。9
3.8
3.7
3。3
3.3
9.7
1.4
3.8
82.4
15.3
3.3
3.0
3.3
6.7
8.1
8。3
29.3
2.9
9.1
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32.8
7.7
6.4
11.2
21.9
17.4
19.7
74.Y
5.9
19.4
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14.7
10.8
29.1
52.7
(tlS所)r.OBqapeHKo,KHToraMfiepeolLeHKPIocHOBHb'lxtPoHAOB.《BecTHuK
cTaTHcTHKH》1972.No.12.cTp.36.
価 格 形 成 に お いて も この10年間 に 重要 な変 更 が もた ら され た 。1967年に は,
工 業生 産 物 の 新 しい卸 売 価 格 が 設 定 され,電 力 と運賃 の 新 料 金 が 導入 され た 。
この場 合,原 料 部 門 に お い て は 生 産 物 の価 格 は引 上 げ られ,機 械 製 造 業 で は不
変 的 な一 般 水 準 に と どま り,器 具 製 造 業 な どの若 干 の部 門 で は 引下 げ られ た 。
1969年γこは,建 設業 においては若干 引上げ られた新 しい見積 りノル マ と価 格力}
導入 された{5}。
すべて こ うした ことは,の ちにみ る ように,固 定 フ ォソ ドの取得価額 と再調
達価額 との背離 を もた らし,同 時に,同 一 の固定 フォン ドに もそれ ぞれ 異な る
評価を与え る要因 となったのであ る。
さらに,ソ ビエ トでは,1965年か ら,い わゆ る 「新経済制度」 が導入 され実
行 に うつ された。計画化 と経済的刺激 の新制度 の もとでは,固 定 フ ォソ ドの効
率的利用 と企業 と組織 の財務経営活動 の結果 とを結 合 させた。生産 フ ォソ ドと
りわ け生産的 固定 フォソ ドの価値 は,生 産 の収益性 の決定 とそれを基礎 とした
経済的刺激基金 の形成 に とって1つ の主要 な要 因 とな った。 また,「 フォソ ド
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使 用料」 の徴収 も生産的 固定 フ ォン ドと基 準化流動資産 の価 値にた いす る比率
で算定 され る。 これ らの ことは,固 定 フォソ ドの価 値が よ り正確 であ るこ とが
必要 とされ るのであ る{6}。
以上 の よ うな この10年間 にお きた ところの固定 フ ォソ ドの増加 とその構成上
モ
の変化,労 働生産性 の向上,価 格形成 の変更,お よび,「 新経済制度」 の導入
な どは,固 定 フ ォン ドの再評価 を再 び実施 す る必要を もた らした ので ある。
(1)拙 著 「ソ ビ エ ト減 価 償 却 論 争 」1968年30ペ 一ー・ジ,310ペ ー ジ。
(2)nepeAoBafl.nepeoUeHKaocHoBrtblx(1)oHJLoB-AeAorocyAapcTBeHHoe.
《yqeTHΦHHaHcblBKonxo3axHcoBxo3ax》1971.No.7.cTp.1.
(3),(4),(5)F.OBqapeHKo,KMToraMnepeoqeHKHocHoBHblxtPoHAoB.
《BecTHHKcTaTvacTHKH》1972.No.12.cTp.38.
(6)r.OBgapeHKo,ycH"MTbnoAroToBKyKnepeoUeHKeocHoBHblx{i)oHAoB.
《BecTIIHKcTaTHcTHKII》1971.No.1.cTp.9
〔H〕
つ ぎに,ソ ビエ トに おけ る資産再評価 の特徴 と意 義をみ よ う。
ソビエ トにおけ る資産 再評価 の目的は,1つ には,国 民経済 の固定 フ ォン ド
を現在 の再調達価額 に よって統一的 に評価す ること,2つ には,固 定 フ ォソ ド
の在 り高,構 成 お よび技術状態 につ いての正確 な実態 を知 ることであ る といわ
れている。 そ して,資 産再 評価の結果 え られ た資料 は,国 民経済発展計画 を遂
行 す るた めに,社 会的生産 の経済的効 率の引上 げや科 学技 術成 果に もとつ いた
生産機関 の適 時な更 新 に関す る重要 な諸 問題 を解決す るために利用 され る。 も
とよ り,固 定 フ ォソ ドの再評価 の資料は減価償却 控除 率を よ り正確 にす るた め
の基本的 な資料 ともな るのであ るω。
こうした 目的 と意義を もつ資産再評価 は,ソ ビエ トでは,大 規模 な複雑 な経
済的作業 とな るが,そ の作業 の主要 な内容 は,(1)固定 フォソ ドのすべ ての客体
の棚卸 し,(2)固定 フ ォソ ドの再調達価額 の決定,(3)固定 フ ォソ ドの物理的磨滅
の決定 であ る。固定 フ ォソ ドの再 評価 に とって重要 な ことは,と りわけ,再 調
達価額 と物 理的磨滅 の決定 である。そ こで,再 調達価額 と物理的磨滅 の決定 の
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意 義につ いて多少 みてみ よ う。
固定 フォン ドの再調 達価額 を決定 しなければ な らない理 由を ソビエ トの多 く
の論者 はつ ぎの よ うに説明 している〔2)。
社 会的 労働 の生産物 である固定 フォソ ドは,そ の取得 時あ るいは建設時 にお
け る価格 で評価 され た取得価額 で もって企業 と組織 のバ ラソス に計上 され る。
この取 得価額 は運送 費,組 立 て費,取 り付 け費な どを含 んだ ところの固定 フォ
ソ ドの取得 または造営 に要 した企業 と組織 の実際費用 である。つ ま り,取 得価
額 は固定 フォソ ドの取得時点 あ るいは建 設時点におけ る当該 固定 フ ォソ ドの諸
掛 費 を含 んだ実 際の総生産 費を しめ して いるのであ る。
ところで,固 定 フ ォソ ドの価値 は労働生産性 の向上 と技術的進歩 の影響 に よ
って変化す る。 この場合,原 則 として,こ れ までの と同一の新 しい固定 フォソ
ドは従来 よ りも少 ない生産 費に よって生 産 され る。 ここに,固 定 フ ォソ ドは現
在 の生産時点 におけ る生産 費を基礎 とす る再調達価額 を もつ ことになる。取得
価額 と再調 達価額 との不一致 の大 きさは,労 働生産性 の向上 の程度 のほかに工
業生 産物 の価 格や建設業の見積 り価格 の改訂 な ど の 要 因に よって も左右 され
る。
そ こで,固 定 フ ォン ドは取 得時 または建設時においてその時点 の価 格 で企業
や組織 のバ ランスに計上 され てい る場合,時 間が経過 す るに したが って,そ の
取得価額は現時点の再調達価額 と背離 した価額となる。しかも,異なる時}目に
取 得 した または建設 した固定 フ ォソ ドは,た とえ同一 の固定 フォソ ドで も,そ
れ ぞれ異 なる貨 幣的評価 で企業 と組織 のバ ラソスに記 帳 され て い る こ とにな
る。同一 の固定 フ ォソ ドで も異な る評価 がな されてい るこ とにな るので ある。
す べ て これ らの ことは,正 確 な減価償却控 除率 の決定,正 確 な生産物原価計算
の実施,そ の他 の生産 ・経済 的活動指標 の正 しい決定,さ らに,固 定 フ ォソ ド
の動態 と構造 の精 密な分析 な どを困難 に させ るのであ る。
ここに,現 存す る固定 フ ォン ドにたい してある一定時点 で統一的 な貨幣 的評
価 を与 え る客観的必要性が生ず る。つ ま り,企 業 と組織 のバ ラソスに記録 され
ていた固定 フ ォソ ドの これ までの各時点 の取得価額 を,当 該 の現 時点のその再
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調達価額 に評価替 え る ところの資産再評価 が必要 とな るのであ る。社 会主 義経
済 の もとでは,全 休 としての 国民経済 と個 々の部門の固定 フ ォソ ドは,政 府 の
決定 に もとついて,定 期的 に一 一た とえば近年 の ソビエ5を み ると約10年の間
隔 とい うことにな る一 一再評価 され,こ の再 評価 時点の再調達価額 で企業 と組
織 のバ ラソスに記録 され る。 その さい,固 定 フ ォン ドの再評価 差額は,国 営企
業の場合には,定 款基金 の固定資産 部分の額 に反映 され る軋
ソビエ トで は,前 回 と今 回の資産再評価 に さいして,道 徳 的磨滅の第1形 態
である労働生産性 向上 に よる固定 フ ォソ ドの価値低下が,固 定 フ ォソ ドの再調
達価額 の決定 において考 慮 された こ とは留意す る必要が あ るω。
なお,前 回の資産再評価 後 には1963年の償 却 率が設定 され,ま た,今 回の再
評仙後 に も1975年の償却 率が設定 された。 これ ら2回 の再評価後 の新償却 率の
設定 に さい しては,新 しい よ り生産性 の高 い労働手段 の出現 のために固定 フ ォ
ソ ドが と くに技術的に陳腐 化 し価値低下す る ところの道徳的磨滅 の第2形 態 が
考慮 され た。 道徳 的磨滅 の第2形 態 は,原 則 として,償 却 率を引上げ ることに
よって,つ ま り,固 定 フ ォソ ドの耐用年数 を短縮す る ことに よって解決 された
のであ る㈲。
ソビエ トでは,資 産再 評価 の さいに,固 定 フ ォソ ドの物理 的磨滅 が決 定 され
る。その決 定方法 はのちにみ るよ うに個 々の棚卸 し客体 の耐川年 数 と技術的状
態 の調 査に もとつ いて な され るのであ る。 この磨滅 の資 料は,固 定 フ ォン ドの
磨滅度 指標 に したが ったそ の再生産 の計画 化,固 定 フォソ ドの利川可 能率の決
定,除 却 され る磨滅固定 フォソ ドの客体 の発見,残 存価 額 の決定,同 種固定 フ
ォソ ドの平均 実際耐用命数 とそれに も とつ く減価償却 率 の算定方 法 の作成 お よ
び固定 フォソ ドの正 しい合理 的な修繕 体系の設定な どのた めに利用 され るので
あ る〔6}。
これ らの ことか ら,固 定 フ ォソ ドの再評価が減価償却 控除率 の設定や減価償
却制度 の改善 な どといかに有機的 に関係 して いるかを知 る ことが で きる と同時
に,そ れ が ソ ビエ トにおける資産再評価 の1つ の特徴 ともいえ よ う。
(1)r,OBgapeHKo,ycPMPITbnoAroToBKyKllepeoqeHKeocHoBHhlxφoH以oB.
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《BecTHMKcTaTMcTva〈va》1971.No.1.cTp.9～IO.
(2)F.OBqapeHKo,KHToraMIIepeoUeHKHocHoBHblxΦoH双oB.《BecTimK
cTaTHcTHKH》1972.No.12.cTp.38.な お,ソ ビ エ ト に お け る 資 庄!1}評価 の 意 義
の よ り 詳 細 な 内 容 に つ い て は,拙 著 「ソ ビ エ ト減 価 償 却 論 争 」(1968年)303～310
ぺrジ を 参 照 さ れ た い 。
(3)fi.A.KocTloK,6yxranTepeKm"icnoBapb.1971.cTp.96.定款 基 金 は 標 準 的
な 生 産 活 動 を 確 保 す る た め に 全 国 家 的 財 源 か ら 企 業 に 供 与 さ れ た 国 営 企 叢 の 固 定 資
産 と 白 己 流 動 資 産 を 内 容 と し て い る 。 コ ル ホ ー ズ に お い て は 定 款 基 金 に 相 当 す る も
の と し て 不 分 割 基 金 が あ る 。
(4)B.IO.By双aBeΩ(oTBeTcTBeHHblthpeAaKTop),CoBepilleHcTBoBaHHecHcTeMbl
aMopTH3allllH.1971.cTp.14.M.3aBaJlm耶II,A.MacanbcKMti,HoBbieeAllllble
HopMblaMoPTva3auHoHHblXoTtlvac刀eHi.lti.《RaatloBoexo3只ΩcTBo》1974.]No.
ll.CTP.60.
(5)こ の 場 合,道 徳 的 に 陳 腐 化 し た 機 械 と 設 備 を 実 際 に 取 替 え る こ と が 可 能 で あ る と
ぎ に は,減 価 償 却 期 問 の 短 縮 と そ れ に 応 じ た 更 新 用 減 価 償 却 控 除 率 の 引 上 げ に よ っ
て 解 決 し,実 際 に 取 替 え る こ と が 不 可 能 で あ る と き に は,陳 腐 化 し た 機 械 と 設 備 の
近 代 化 費 用 を 大 修 繕 用 減 価 償 却 控 除 率t,c含め る こ と に よ っ て 解 決 さ れ た(B、K).
By丑aBe6(oTBeTcTBeHHbl薗pe五aKToP),TaM》Ke,cTp.14.M.3aBaMlulHH,
A.MacanbcKni,TaM>Ke,cTp.60.)。
(6)B.OcTpoYMoB,npelEnocb1m〈HKnpoBe八eHHIopeHepa"bHothvallBeHTapH3aHlin
HnepeoロellKeocHoBHblxΦo耳八〇B.AMopTH3a取1mBfipoMbllllnellllocTvaCCCP.
1956,cTp.106.杉本 金 馬 訳 「ソ 連 工 業 に お け る 減 価 償 却 」137～138ペ ー ジ 。
〔皿〕
(A)再 評 価の対象 としての固定フ ォン ドの概念
さて,ソ ビエ トにおけ る今回 の資産再評価 の実 態をみてい くことに し よう。
再 評価 の対象 となる ものは,い うまで もな く,固 定 フ ォソ ドである。そ こでま
ず,固 定 フ ォン ドの内容を明確 にしておかねばな らないω。
周知 の よ うに,固 定 フ ォソ ドには生産 的固定 フォソ ドと非生産的固定 フ ォソ
ドとが ある。 固定 フ ォン ドは生産 と消費 の過程 で磨損 してい く。その さい,生
産 的固定 フォソ ドーは製造 された生産物 へ磨損部分 の価値を移転 させ,非 生産的
固定 フ ォン ドは磨損 部分 の価値 を生産物 へ移転 させずに失 い,社 会的消費基金
をつ うじて国民所 得に よって補填 される。い ま,工 業企業に例 をとれ ば,生 産
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的建物 と構築物,機 械 と設備,運 送手段,職 場 の備 品な ど企 業の生 産的活動 に
奉 仕する固定 フ ォソ ドが生産的固定 フ ォソ ドであ り,生 産 過程 に直接的 に参加
せず,企 業 の従業員 の文化 ・生活上 の要求 をみたす,住 宅,病 院,ク ラブ,幼
稚園 な どの固定 フォソ ドが非生産的固定 フ ォソ ドで ある。
企業 の生産 的固定 フォン ドには,土 地へ の投資,採 取工 業部 門 の鉱 山採 掘現
場 への投資 な ども含 まれ る。 もとよ り,ソ ビエ トでは,す べての土地 は国有化
されて お り,価 値 を もたず,固 定 フ ォソ ドの内容 を構成 していない。
こ うして,企 業 と組織 の生産的活動か,ま たは,従 業員 の文 化 ・生 活上 の用
役 のいずれか に関与 している ものが,ソビエ トでは,原則 として,固 定 フ ォソ ド
として把握 されている。 しか し,今 回 の資産再 評価 のため に,1970年4月30日
に ソ連邦 中央 統計局 に よって承 認され た 「国民経済 の固定 フ ォン ド(固定資産)
の分類 ヒナ型」 と現行の会計報 告書 とバ ランスに関する規 程に よる と,ソ ビエ
ト会計実 践では,つ ぎの客体 は固定 フォン ドか ら除外 され,今 回 の再評 価 の対
象 か らはず されだ2)。
1)価 値 とは関係 な く1年 以 内で利用 され て しま う客体。
2)耐 用命数 とは関係 な く50ルー ブル以 下の客体(た だ し,農業用機械 ・用具,
小家畜を含む畜走用家畜と使役家畜は価値に関係なく1・lil定フォソ ドとする)c3}。省 と
中央機関 に よって決定 された価 値以下 の客体。た とえぽ,科 学研究組織 と工
業 企業 においては,300ルーブル以下 の実験 用設備 は流 動資産 として処理す
る(1965年1月27日付政府決定)。木材供給,木 材浮送企業 な どでは,モ ーター
な しの鋸,技 勇機,浮 送 ロー プ,一時的な森林 鉄道支線,臨 時の浮送設備,一
時的 な建物(作 業現場の暖房用 ・移動用建造物)な ど は固定 フォソ ドとしない
(1969年7月17LI付党と政府決定)。
3)価 値 に関係 な く,特 定 製品の ン リーズ ・大量生産 のため に利用 され る と
ころの,あ るいは,個 別注 文生産 のため にのみ利用 され る ところの,特 別 の
器 具 と設備 。
の 価値 と耐用 命数 に関係な く,ト ロール網,漁 網,小 さな網,索 具,袋 形
漁 網な どの漁獲 用具。
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5)若 い家畜 と肥 育中の家畜 な ど。
6)価 値 と耐用命数 に関係 な く,特 別 の衣裳 と寝 具(ホ テルの固定フォソ ドの
楢成にはいっている寝具は除 く)。
7)'個々の建設 の組立部品 と部分品,建 設や修繕 目的に利用 され る機械,設
備 お よび運 送手段 の付属品。
8)調 達企業や補 給 ・販売組織 の倉庫 で完成 品 と して存 在 している設備 と機
械。
9)限 定 された建設雑 費に よってつ くられた一時的 な無名の建物 と設備。
10)基本建設 バ ランスに計上 され てい るが,運 送 中での ちに組立てを必要 と
す る機械 と設備。
11)将来 の利用 のために養樹 中である多年性樹木 。
以上 の,ことか らあ きらかな よ うに,1年 以 上にわ た って利用 され,50ルーブ
ル以上 の価値 の客体 で,企 業や組織 の生 産的活動 か,あ る いは,従 業 員の文化
・生活 上の用役 のいずれかに関与 してい る固定 フォソ ドは,規 程で固定 フ ォン
ドか ら除かれている ものを除いて,固 定 フォソ ドとして,ソ ビエ ト会計実 践で
は取扱 われてい るので ある。今回 の資産再評価 をまえに して,固 定 フ ォソ ドは
この よ うに規定 され ていた のである。
(1)固 定 フ ォ ン ドは 原 則 と し て 再 評 価 の 対 象 と な る が,の ち に み る ご と く,す べ て の
固 定 フ ォ ン ドが 再 評 価 さ れ る こ と に は な ら な い 。
(2)F.A.OBqapellKo,Φ 。 刀 。IlaHKpa'roB,「lepeollel戸KaocHOBHblXOPoHaoB.
1971.CTP.10～11.
(3)耐 用 命 数 と は 関 係 な く50ル 一ー・ブ ル 以 ドの 客 体 は 流 動 資 産 と し て 処 理 さ れ る と い う
固 定 資 産 と 流 動 資 産 と を 区 別 す る 価6肖 基 準 は,ig60年 ま で は500ル ー一ブ ノレで あ っ た 。
そ れ が1961年1月 に 実 施 さ れ た ル ー ブ ル 貨ihoの 切^ド げ と い う デ ノ ミ と と も に,現
行 の50ル ー ブ ル と な っ た 。 な お,こ の 価 値 基 準 の 引 上 げ の 傾 向 が,最 近,ル ー マ ニ
ァ(300レ イ か ら 「Jooレイ に),モ ン ゴ ル(100ト ゥ グ リ ッ ク か ら200ト ゥ グ リ ッ ク)
に み ら れ る(B.IO.By,1caBeti(oTBeTcTBc憂田bliipeAaKTop),CoBepmeHcTBoBaHHr
cHcTeMblaMOPTva3allHpt.1971.cTp.134.)。
(B)再 評価 の前提 としての固定フ ォン ドの分類
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雁大 な数 の多種 多様な固定 フ ォン ドを もれ な く把握 して再 評価 し,そ の結果
を報告書に集約 レ,し か も,そ の資料 を減価償却 をは じめ とする固定 フ ォソ ド
の諸問題 の解 明 と国民経済 の計画 化のために十 分役立て るためには,固 定 フ ォ
ン ドの正確 な分類が大前提 となる。 ソビエ トでは,固 定 フ ォソ ドは統一分類基
準に したが って種類 別 と国民経済 部門別の2つ の視点か ら分類 され る。固定 フ
ォソ ドの種類別分類 に よってあ らゆ る種 類の固定 フ ォソ ドを再評価に さい して
包括 的に把握 で きる し,そ の資料 は減価償却 や固定 フォン ドの諸問題 の究明 に
利用 で きる。種類 別分類 と関連 した固定 フ ォソ ドの国民 経済部門別 の分類に よ
って各 国民経 済部 門における固定 フ ォン ドの実 態 を掌握 できる し,そ の資料 は
国民経 済計画作成 に さい して国民 経済 の部門関連 の研究に役立つ ことに なる。
前 回の資産再 評価に おいて は,ソ 連邦財 務省 の協力 のも とで ソ連邦 中央統計
局 に よって作成 された1954年7月31日付 の 「ソ連邦国民経済(コルホーズを除 く)
の固定 フ ォソ ドの分類 ヒナ型」(195g年一部改正)に よって,固 定 フォソ ドは分
類 されたω。
ところで,技 術 的進歩は固定 フ ォソ ドの新 しい種類 の客体を た え ず 出現 さ
せ,同 時に,固 定 フ ォソ ドの構成に変化を 与える。 また,固 定 フ ォソ ドの分類
ヒナ型 に関連 した種 々の会計法規がつ ぎつ ぎ と設定 されて くる と,固 定 フォソ
ドの分 類に さい して,い くたの混乱が生ず る。 このため,新 しい固定 フォン ド
の分類 ヒナ型 を作成す る ことが必要 とな って くる{2)。
そ こで,今 回 の資産再評価に おい ては,1970年4月30日Pこソ連邦 中央統計局
で承認 され,1971年1月1日か ら実施 され る固定 フ ォン ドの分類 ヒナ型に した
が って,固 定 フォソ ドは分類 され るこ とに なった。 この分類 ヒナ型に よる と,
固定 フ ォン ドの種類別分類 はつ ぎの よ うに なる{3)。
1)建 物2)構 築物3)伝 達装 置4)機 械 と設備A)動 力機 と設備
B)作 業機 と設備C)測 定 ・調節 器具 と装 置,実 験設備D)計 算機
E)そ の他 の機械 と設備5)運 送手段6)器 具7)生 産用備品 と用 具
8)事 務用備品9)畜 産用家畜 と使役用家畜10)多 年性植物lI)土
地 への投 資(構 築物を除 く)12)そ の他の固定 フ ォソ ド。
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また,1970年の分類 ヒナ型に よる と,固 定 ブォソ ドの国民経済部門別分類は
つ ぎの よ うに なるω。
1)工 業2)農 業3)林 業4)運 輸業5)通 信業6)建 設業
7)商 業 と公共食堂8)資 材 ・機械補 給 と販 売業9)調 達業10)そ の
他 の物 的生産部 門1D住 宅 公益 経営 と住 民 の生活サ ー ビス12)保 健,体
育,社 会保障13)教 育14)文 化15)芸 術16)科 学 と科学研 究17)
信 用 と国家保険18)行 政19)党 お よび社会組織。
1970年の分類 ヒナ型に よる固定 フ ォソ ドの種類別分類 は,1954年のそれ と比
較 す る と若干 の特 徴を もっている。 まず,科 学や技術の進歩 を考慮 して,「 計
算機」 が 「機械 と設備」 のグル ープのなか の小 グル ープとして分離 した ことで
あ る。 この小 グル ープには,電 子計算機,管 理分析機 な どが含 まれ る。 また,
「自動 式の機械 と設備」 も 「機械 と設 備」 の内訳 として あった ものが,「 機械
と設備」 のグル ープの なかの小 グル ープ として独 立 し た。 ついで,「 伝 達装
置」 のグル ープか らは,石 油 ガス幹線導管や その他 の財貨 の幹線 導管が取 り除
かれ,そ れ らを 「運 送手段」 の グル ープに関係づ けた。 さ らに,予 算施 設 と機
関 の固定 フ ォソ ドの計算 を完全に実施す るために,「 その他 の固定 フ ォソ ド」
の グル ープが考 慮 され,そ のグル ープには 「事務用備 品」 の グル ープに これ ま
ではい っていた図書館基金が含 まれ る ことに な ったのである㈲。
1970年の分類 ヒナ型に よる固定 フ ォソ ドの種類 別分類 と国民経済部門別分i類
の内容については,す でに紹介 した ことが ある{6)。そ こで,そ の内容を詳細 に
み る こ とは ここでは さける として も;固 定 フォン ドの国民 経済部門別 分類につ
いて は多少説明 してお きたい。
固定 フ ォン ドが国民経済部門別に分類 され る場合,そ れ はつ ぎの よ うに なさ
れ るの である。た とえば,工 業企業 に例 を とれ ば,そ れは まず,工 業生産活動
に参与 してい る固定 フ ォソ ドは 「工業」部門に割 付け られ,い ま,こ の工業企
業 が副業 として農 業活動 をお こなっている とす る と,そ の農業 生産活動に参与
して いる固定 フォソ ドは 「農業」部 門に割付 け ら れ,さ らに,こ の企業 の非
生産 的固定 フ ォソ ドである住 宅 は 「住 宅公益経営 と住民 の生活サ ービス」部門
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に,幼 稚園 の固定 フォン ドは 「教育」部 門に,ク ラ ブ な どの固定 フ ォン ドは
「文化」部門に,そ れ ぞれ割付 け られ るので ある。 また,た とえば,建 設組織
に おいては,建 設 活動に参与 する固定 フ ォソ ドは 「建設」部門に まず割付 け ら
れ,も し,こ の建設組織が副 業 として ブ ロック,レ ソガな どの隼産 を している
とする と,こ れ らの生産的固定 フ ォソ ドは 「工業」部門に割付け られるので あ
る。そ して,こ の建設組織 の非生産的 固定 フォン ドは さきの工業企業の場合 と
同様に,そ れぞれ適切 な部門に割付 け られるので ある。商業,運 輸業 な どのそ
の他 の企 業や組織 のすべての固定 フ ォン ドを部 門別 に割付 ける方 法は,工 業や
建設業の場合 と同様で あるこ とはい うまで もない。
こうして,す べ ての固定 フォン ドは,種 類別 と国民経済部門別 とに二 重に分
類 され て再評価 され る。 この二種類 の再 評価につ いての資料が,す べての個 々
の企業 や組織の レベル において まず集約 され,つ いで,生 産手段 の社会的所有
の特徴 を反映 して全社 会的規模 で集約 される。 そ して,こ の資料 は減価償 却 を
は じめ とす る固定 フ ォソ ドの諸問題 の解 明と国民 経済計画化のために利 用 され
るので ある。
こ うした意義を もつ1970年の固定 フ ォン ド分類 ヒナ型に もとつ いて,今 回 の
資産再 評価 とそれに関連 した棚卸 しが実施 され,資 産再評価結果 の報告書 が作
成 され る こと となったのである。
(1)1954年の 分類 ヒ ナ型 に よ ると,固 定 フ ォ ン ドは使 途 と機 能 の内 容 に も とつ く固定
フ ォ ン ドの 種類 別 分 類 は 以下 の ご と くであ った。
1)建 物2)構 築 物3)伝 達 装 置4)機 械 と設 備A)動 力 機 と設 備B)
作業 機 と設 備4)の 内 訳 と して ア)白 動式 の 機械 と設 備 イ)測 定 ・調 整 器具
と実 験 設備5)器 具6)生 産 用備 品 と付'属品7)運 送 乎段8)事 務}lj備品,
9)使 役家 畜,畜 産 家 畜,そ の他 の 動物,禽 鳥,密 蜂10)多 年 性 植 物11)上 地
と貯 氷 池 の 改 良。
同 じ分 類 ヒナ型 に よる と,固 定 フォ ン ドは国民 経 済 部 門別 につ ぎ の よ うに 分類 され
て いた。
1)工 業2)建 設 業3)農 業4)林 業5)運 輪 業6)通 信業7)調 達
業8)資 材 ・機 械補 給 と販 売 業9)商 業 と公 共 食堂10)そ の 他 の物 的 生 産部・
門11)住 宅 経 営12)公 益 経 営 と生 活 サ ー ビス13)保 健,体 育,社 会 保 障
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14)教育 と幹部 養 成15)科 学 と科 学研 究16)芸 術17)信 用 と「司家 保 険18)
行 政19)党,労 組 お よび そ の他 の社 会 組織(CnpaBoqHHKno6yxranTepcKoMy
ygeTy.1961.cTp.91～92.拙著 「ソ ビエ ト減価 償 却 論 争」1968年328ペ ー ジ,
338ペー ジ)。
(2)1954年の 周定 フ ォ ン ドの 分類 ヒナ型 は1959年に若 『F改正 され た が,そ れ は1970年
ま で存 続 した。 この間 に,1961年に は コル ホー ズ な どの た め の 固定 フ ォン ドの 分類
基 準が 設 定 され,1963年か らは 固定 フォ ン ドを詳 細 に 分類 ・差 別 した 減 価償 却 控 除
率 が導 入 され,1967年には 国 民経 済部 円 と 工業 部PIIの分類 が ソ連 邦 中央 統 計局 で承
認 され,1963年に は 国営,協 同組 合(コ ル ホー ズ を除 く)お よび 公 共 の企 業 と組 織 の
.固 定 フ ォ ン ドの簿 記規 程 が ソ連 邦 財務 省 に よ って 承認 され,1963年には 国家予 算施
設 と機 関 に お け る簿 記 規程 が ソ連 邦 財 務 省 で承 認 された。 この た め,新 た に設定 さ ・
れ た 会 計 法 規 と これ まで の1954年の 固定 フ ォ ン ド分類 ヒナ型 との 間 に固 定 フ ォ ン ド
の分 類 とい う会 計 実 践 に お い て,く い ちが い と矛 盾 が 生 れた。 しか も,現 行 の 固定
フ ォ ン ド分類 ヒナ型 は,技 術 的 進 歩 と 「新 経 済制度 」 の もと での 企 業活 動 に とっ て
は古 い もの に な っ てい た。 こ うした ことか ら,1970年の 固定 フ ォン ドの新 しい 分類
ヒナ型 が 設定 され る こ とに な っ た。 な お,こ の新 しい 固定 フ ォ ン ドの 分類 基 準 は ホ
ズ ラス チ ョー ト制 企 業 と組織,国 家 予 算施 設 と機 関 お よび コル ホー ズ な どに と って
は,計 算 の 実施 と報 告 書の作 成 に さい して は,義 務 と して採 用 され る の であ る(T.
ConoBbeBa,BKoMHccHHUCyCCCPilonePeoUeHKeocHOBHblx(PoH2!10B'
《BecTHMKcTaT}ICTv1KH》1970.No.10.cTp.71～72.)。
(3)'r.A.OBzlapeHI〈o,Φ.JI.IlaHKpaToB,Repeollem〈aocHOBHblxOpoll,IloB.
1971.'CTP.'17.
(4)F.A.OBqapeHKo,Φ.JI.nallKpaToB,TaMM《e,cTp.12～13.
(5)T.CoJloBbeBa,BKoMLIccHvaUCyCCQ)Ilonepeo凪eHKeoclloBllblx.tPoHAoB.
《BecTHmKcTaTvacTliKxl》1970.No.IO.cTp.72.
(6)拙稿 「社会 蟻 鵠 に 甜 る固題 産の分類・訓 疏 よび管理{こつい て」 日ソ協
会発行 「LIソ経済調査資料」1973年5月5U号参照。
(C)今 回の再評価 の実施 内容
今 回 の資産再評価 は1972年と1973年に それ ぞれ実施 され た。 そ こで まず,
1972年に実施 され た再評 価の内容 を以下み てい くことに しよ う{1)。
(1)資産再 評価 の範囲
1969年4月7日付 の政府決 定(No.252)によって,す べてのホズ ラスチ ョー
ト制 の 国営,協 同組合(コ ルホーズを含む)お よび公共 の企業 と組織 は,1972年
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1月1日 に,固 定 フ ォン ドの再評価 を実施す る ことになった。その さい,地 方
勤 労 者代議 員 ソビエ トの住 宅経営,ま た,ソ 連邦 ゴスバンク,ソ 連邦ス トロイ
バ ソ クお よび ソ連邦国家保険 局 のホズ ラスチ ョー ト制施設に おいて も,固 定 フ
ォソ ドの再評価 は実施 される。 さ らに,固 定 フォン ドの減価償却 を しないホズ
ラス チ ョー ト制 組織(科学研究組織など)と控除金,予 算,契約収入 な ど各種財源
を もちホズ ラス チ ョー ト原則 で活動 している組織(専門教育学院,商業組織など)
の固定 フォソ ドは再評価 される。公共組織 と消費 協同組合に おいてはホズ ラス
チ ョー ト原則 で運営 されてい る企業 と組織 の固定 フォソ ドが再評価 され る。国
外に存在す るホズ ラスチ ョー ト制組織 の固定 フ ォソ ドは再 評価 され ない。
すべ てのホズ ラスチ ョー ト制 の国営,協 同組合 お よび公共 の企業 と組織にお
いては,前 回 の資産再評価 と同様に,建 物,構 築 物,伝 達装 置,機 械 と設備 お
よび運送手段 が再評価 される。 この場合,現 に稼動中の これ ら固定 フ ォソ ドは
もち ろんの こと,一'時休止 中の もの,予 備 と してある もの,賃 貸中の もの,一
時利用の もの も再評価 される。
ソフホ ーズ とその他 の国営農業企業 と組織,ま た,コ ル ホーズ とコル ホーズ
合 同の企業 と組織 にお いては,前 回の資産 再評価 と若干異 なって,建 物,構 築
物 お よび伝達 装置のみが再評価 され,そ れ以外 のすべて の固定 フォソ ドは再評
価 され ない。主要 な機械 と設備 はその物理的磨滅 のみを決定 する。再評価 され
ない固定 フォン ドは,再 評価報告書には,そ の取得価額で表示 され る。漁業 コ
ル ホーズに おいては,漁 船は再評価 され るニ
ホズ ラスチ ョー ト制 企業 と組織 のバ ラソスに計上 され て い る幼稚園,託 児
所,療 養施 設 な どの非生産的 固定 フ ォン ドは再評価 され る。 ホズラスチ ョー ト
制企業 と組 織 の固定 フ ォン ドの構成 においてその比重 が小 さいところの器具,
生産用備 晶,事 務用備品,ホ テル のベ ッ ド付 属品,図 書館基金,多 年性植 物そ
してその他 の固定 フ ォソ ドは,前 回の資産再評価 と同様に,再 評価 され ない。
再評価 され ない これ らの固定 フォン ドは取得価額に よって再評価 の統計には含
まれ・再評価報告書 には表示 され る。 これ らの再評価 されない固定 フォン ドの
うち・器具,生 産用備 品,事 務用備品 な どは物理的磨滅 のみ決定 される{2}。
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② 固定 フ ォソ ドの棚卸 し
資産再評価 は,前 回 の場合 と同様に,ま ず固定 フ ォソ ドの棚 卸 しか らは じま
る。 この棚卸 しに よって,す べ ての固定 フォソ ドが調査 され,そ れに よって,
再 評価 され る固定 フォソ ドと再評価 され ない固定 フ ォン ドとが正確に掌握 され
る。
国営,協 同組合(コ ルホーズを除 く)お よび公共 の企業 と組織に おけ る固定 フ
ォン ドの棚 卸 しは,1968年9.月18日付 の政府 決定(N・.230)にしたが って実 施
され,コ ル ホ ーズ,ソ フホーズ お よび その他 の国営農業企業 と組織に おけ る固
定 フ ォソ ドの棚 卸 しは,1968年7月24日付 の政府 決定(Nα26g-・1)にしたが
って実施 される。
毎年実施 され る棚卸 しは11.月1日か らな され るのが普 通 で あ る。 しか し,
1971年に は資産再評価 との関連 で,棚 卸 しは8月1日 か ら開始 され る。
固定 フ ォソ ドの棚卸 しはつ ぎの順序 で実施 され る。 まず第1に,1971年度末
まで原則 として変動 のない建物,構 築物 お よび伝達装 置が棚卸 しされ る。つ い
で第2に,経 営内で置 き換 えや除却 があ りうる機械,設 備 お よび運送手段 が棚
卸 しされ る。そ して最 後に,生 産用備 品,事 務用備 品,器 具な どの再評価 され
ない固定 フ ォソ ドが棚卸 しされ る。
この棚卸 しの第1と 第2の 過 程で,棚 卸 しと同時に,当 該棚卸 し客体 の再調
達価 額が決 定 される(3}。
(3)再調 達価額 の決定
固定 フ ォン ドの再調 達価額を決定す ることは再評価 の重要な課題 の1つ で あ
るが,そ の決定方法は前回 の資産 再評価 とほぼ同様であ る。再調 達価額 の決定
は,再 評価 され る固定 フ ォソ ドを大 き く2つ に分類 して,1)建 物,構 築物,
伝 達装置 の再調達価額 の決定 と,2)機 械,設 備,運 送手段 の再調達価額 の決
定 とに区 分 され る。そ こで,こ の2つ の再調達価 額の決 定方 法をみてみ よう。
(a)建物,構 築物,伝 達装置の再調 達価額 の決 定方 法ω
建 物,構 築 物,伝 達装置 の再調達価 額は,1969年4月23日付の ソ連邦 国家建
設局 の方 法論的指令 に もとつ いて省 と官庁 に よって作成 された拡大 指数 一覧表
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に よって再評価 され る。 この拡 大指数一覧 表に しめ されてい る指標価 値は,前
回の資産再 評価 のそれ を1969年1.月1日か ら建設業に導入 された新 しい見積 り
ノル マと価格 に よって修正 され た もので ある。 この一覧 表には,た とえば,建
物1立 方 メー トル 当 りの再調達価額,導 管1キ ロメー トル 当 りの再調達価額が
建物 や伝達装 置の種 類別に しめ され ている。そ こで,あ る種 の建物 の再調達価
額 は,そ の総規模数(立 方メー トル)に 拡 大指数一覧表に しめ さ れ てい る建物
の1立 方 メー トル 当 りの価 値を乗ず ることに よって決定 され る。
ところで,ソ ビエ トでは,建設 労働者の賃 金には地域 差があ り,搬入す る建設
原料(木 材,セ メソ トなど)に は地域価格があ り,地 方建設原料(レ ソガ,砂利,
砂など)に は州価格 と共和国価格が あ り,地 域に よって異な る価格 が建物 と構
築 物の建 設には適用 され る。 このため,建 物 と構築物 の再調達価額決定 のため
の拡 大指数一覧 表には,各 地方 の建設見積 り価格水準に よって,ソ ビエ トの全
地域を1か ら9の 地域地帯(ioの地域地帯は北極圏)に 分けて,1立 方 メー トル
当 りの再調達価額 が設定 されて い る。 さ らに,た とえ同種 の建物 と構築物 で
も,ソ ビエ トの各環境地区に よって,壁 の厚 さや土台 の深 さが異 なってい る。
このため,一 覧 表に は,ソ ビエ トの全地域を4つ の環境地区に分 けて,そ れぞ
れ に修正係数 が設定 されている。
建物 の再調達価額決定方法 の1例 をあげ よ う㈲。いま,1階建 の建物 の総 規模
が18万3500立方 メ ・ートルで あ り,こ の建物が1地 域地帯に所 属 し,そ の1立 方
メー トル 当 りの再 調達価額が8.2ルー ブル と一覧表 に しめ され てお り,また,こ
の建物 が 圃環 境地区に所 属 し,一 覧 表に は0.99の修正係数 が しめ されてい ると
す ると,こ の建物の再調達価額 はつ ぎの計算か ら148万9653ルv-一・ブル とな る。
183500・8.2・0.99==1489653ノレー フノレ
(b>機械,設 備,運 送手段 の再調 達価額 の決定方法〔6}
機械,設 備 お よび運送手段は,1969年4.月25日付 の ソ連邦中央統計局 の方法
論的指令に もとつ いて省 と官庁に よって作成 され た定価表に よって再評価 され
る。 この定価表に は現在 の生産価格水準 を正確に反映 した再調達価額 が しめ さ
れ ている。 したが って,機 械,設 備お よび運送手段 の再調達価額 は,こ の定価
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表に しめ されてい る再調達価額 を採用 す ることに よって決定 され る。
ところで,ソ ビエ トで は,機 械 と設備 の組立てやその土台の取 り付けに参 加
す る建 設労働者 の賃 金に は地域差 があ り,機 械 と設備 を企業 と組織 まで配送す
る運 送費に差 がある。 このため,定 価表には ソビエ トの全地域 は5つ の地域帯
に区 分 され てい る。 そ して,1地 域帯 を基準に して,そ の他 の4つ の地域帯に
は,定 価表 に しめ された再調達価額を修正す る係数 が設定 され てい る。
機械 の再調達価額 決定方 法の1例 を あげ よ う(7>。い ま,あ る型 の旋盤機 が,
定価表 に しめ されてい る再調達価額 の2130ル■一…ブル に該 当 し,こ の機 械を もっ
ている工 場が1地 域帯 に存在 しているとす ると,こ の地域帯 の修正係数 は定価
表に はない の で,こ の2130ルー ブル がその ままこの旋盤機 の 再調達価額 とな
る。 また もし,工 場が別 の地域帯に存 在 し,そ の地域帯 の修正係 数がた とえば
1.18であ るとす ると,こ の旋盤 機の再 調達価 額はつ ぎの計算か ら2513ルーブル
とな る。
2130・1.18=2513ルー フル
(4)物理的磨滅 の決定
すでに指摘 した よ うに,ソ ビエ トでは,資 産再評価 と同時に,固 定 フォン ド
の物理的磨滅が決定 され る。そ の決定 方法は 前回 の資産再評価 の場合 とほぼ同
様で あ る。以下,物 理的 磨滅 の決定方法 をみてみ よ う。
固定 フォン ドの物理的 磨滅 はパ ーセ ン トに よる磨滅率 とその価値的表現 とい
う2つ の指 標であ き らかに され る。磨滅 率は再評価時点 におけ る固定 フ ォソ ド
の客体 の実 際 の物理的状 態に よって決定 され,'その価 値的表現 は客体 の再調達
価額 と磨滅率 との積 と して算定 され る。 い また とえば,あ る種の固定 フ ォン ド
の客体の物理的磨滅率が25%であ り,そ の客体の総再 調達価 額が3000ルーブル
であ るとす ると,物 理的磨滅 の価 値的表現はつ ぎの計算か ら750ルー ブル とな
る。
3000×25==750ル_ブ
100
固定 フ ォソ ドの客体 の再調 達価額 か ら物理的磨滅額 との差額 は,資 産再評価
時点に おける再調 達価額 か ら磨滅 額部分を控 除 し た こ の客体 の残存価額 とな
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る(8}。
固定 フ ォソ ドの物 理的磨滅は,つ ぎの2つ の方法 の うち,い ずれかを採 用す
るかに よって決 定 され る。
(a)全体 としての固定 フ ォソ ドの客体について の,あ るいは,そ の主要な構
成要素に ついての技術状態 の実 地調査に よる方 法
(b)固定 フ ォソ ドの耐用年数に よる方 法
まず,主 要 な構成要素 の技術状態 の実地調査に よる物理的磨滅 の決定方法 を
み てみ よ う(9)。い ま,機 械組立職 場 の建物を例に とろ う。建物 の構成要素 の比
率は,建 物 の再調達価額 の拡大 指数 一覧 表か らとる。そ して,各 構 成要 素の技
術状態の実地調査 がな され,そ の結果 が第2表 の よ うであ った とす る。各構成
要素につい ての磨滅 が決定 されたのち,全 体 としての建物 の磨滅 がつ ぎの よ う
に決定 され る・2器 一21・8%
方法論的指令では,建物,構築物および伝達装置の磨滅の程度を決定する方
法としてこの方法が推薦されている。
第2表
番号
?
?
?
?
?
?
?
?
9
構成要素の名称
土 台 ……
壁,間 仕 切 り・… 一
屋 根 の 支 え… …
屋 根 ・… ◆・
床 …一… … …・
空 隙 ……
装 飾 … ・・
内 部 の 保健 ・電
気 の装 置 ・・… … … ・…
そ の 他 … …
拡大指数一覧表
(こよる建物価値
における構成要
素の比頂(%)
?
?
?
?
?
?
?
?
?
ー
??
?
?
再評個委員会に
よって決定され
た物理的磨滅率
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
磨滅率 と構成要
素比重 との積
80
435
475
360
180
175
90
325
60
合 計……1 100 { 2180
(出 所)r㌧A.OBuapじHKo,Φ.JI.HamくpaToB,nepeo翼ellKaocHOBIIElxΦoH/10B.
1971・CTP.87.
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つ ぎに,固 定 フ ォソ ドの耐用年 数に よる物理的磨滅 の決定をみてみ ようgq。
この方 法は固定 フ ォン ドの標準 耐用年数 と実 際耐用年数 との関連で物理 的磨滅
を決定す る。 この場合,標 準耐 用年数 として は1963年1月1日か ら実施 された
減 価償却控 除率に もとつ いて設定 された耐用年数が採 用 され る。耐用年 数に よ
る物理的磨滅 の決定方法 は,標 準耐用年数にた いす る実際耐用年数 の長短に よ
ってつ ぎの2つ の方法 に分け られ る。
ω 実際耐 用年数 が標準耐用年 数 よ りは るかに下 まわ ってい る固定 フ ォソ ド
の客体 の物理的磨滅率 はつ ぎの公式で決定 され る。
va=2_.100
C
M……物 理的磨滅率 Φ……実際耐用年数c… …標準耐用年数
た とえぽ,標 準耐用 年数が9年 であ るが,実 際耐用年数が まだ3年 しかた っ
ていない よ うな固定 フ ォソ ドの客体 の磨滅 率はつ ぎの計算か ら33%とな る。
号 ・…=・33%
ω 実際耐用年 数が標準耐 用年数 に接近 していた り,あ るいは,そ れを うわ
まわ っている ような固定 フォソ ドの客体 の物理的磨滅率はつ ぎの公式で決定 さ
れ る。
ΦH= ・100
q)十〇
H……物理的 磨滅 率 Φ……実際耐用年数o… …残存 耐用年数
残存耐用年数 は固定 フォソ ドの客体 のいまだ利用 しえる耐用年数 で あって,
固定 フ ォソ ドの客体 の技術的状態 と今後の利用 の経済的合理 性を考 慮 して決定
され る。
た とえば,標 準耐用年数 が50年で,実 際耐用年数がす でに45年で あ り,そ し
て,専 門家の鑑定 に よってまだ10年は利用で きるし,そ の方 が経済 的に有利で
あ ると判断 された固定 フ ォン ドの客体の磨滅 率はつ ぎの計算 か ら81.8%とな
る ・
45辛ユ。 ・1・・-81・8%
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第3表 企業(組 織)の 固定 フォン ド
番 号
固定 フ ォソ ドの種
類名
A B
10-01-000
10-03-700
20-Ol-OOO
30-01-000
40-01-00G
41-01-000
42-Ol-000
43-01-000
44-01-000
45-01rOOO
46-Ol-070
50-01-000
61-01-000
62-Ol-000
63-01-000
64-01-OOO
65-01-200
66-Ol-OOO
67-01-000
68-01-ooO
建 物 … …… ・・…
そ の うち住 宅 …… … …
構 築 物 … … … ……
伝 達 装 置 ・… …… ・… ・
機 械 と設 備 一 全休
(41-45)'"`"
動力 機 と設 備 … … … …
作 業 機 と設 備 ・…・…… ・
測定 ・調 節 器 具 と装 置
お よび実 験 没備 … … …
計 算 機 … … … … …
そ の他 の機 械 と設備 …
機 械 と設 備 の うち 白動
式 の もの … … …… … …
運 送 手 段 …… … … …
器 、具 ・… ・一 … …
生 産 用備 品 と付 属 品 …
事 務 用備 品 …… … … …
使役 家 畜 と畜 産 家 畜 …
そ の うち減 価 償 却 計算
す る使 役 家 畜 …… … …
多年 性植 物 … …・……'
土地 改善 の ため の資 本
支 出(構 築 物 を除 く)…
そ の他 の 固 定 フ ォソ
ド・… … … … … …・…・一・
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
…?
?
?
1
70-Ol-000
38989
1763
五〇575
1908
31414
246R
28228
210
78
430
945
405
54
48
97
40
雌 フ・ソ ドの合∋8353・
197211三1月1日
の再 評価 後 の再
調 達 価 額,
1,000ルー ブル
全体
内 訳
醗齢鑑
た設
備
再 評 価 の結
果,1,000
ノレー フノレ
増加
(+)
減少
(一)
再評価 にさい
して決定され
た物理的磨滅
金 額,
1,000
ル ー ブ
ノレ
%
・1・L⊥L上 _
44830
1880
12060
2180
33640
2675
30229
1go
76
470
1010
415
54
48
97
40
93364
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
×
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
×
5841
117
1485
272
2748
228
2465
5
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
ー
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
× 5 12.5
1・3sgl52・i197S・121.2
(10十20十30→-40十50十61十62十63十64十一}一十66十67十68)
(出所)r.A・OBqapeHKo,Φ.」 工naHKpaToB,nepeoqellKaocHoBHblxΦoll双o臥
1971.cTp、119～120.
以上のいずれかの方法によって磨滅率が算出されれば,この磨滅の価値的表
現も計算することができる。たとえば,さ きの⑦の方法で磨滅率33%と決定さ
第4表 企業(組 織)の 固定フ ォン ド
番 号
A
10Dl-000
20-01-000
30-01--OOO
40-01-OOO
41-Ol-000
42-Ol-OOO
43-Ol-000
44Dl-OOO
45-1-OOO
46-01D70
50-01-crOO
61か ら68
ま で
固定 フォソ ドの種類 名
部 門 番 号
13432
農業用機械製造業
の基本的活動部門
1972年
1月1
日の再
評価 前
の取得
価額
1972年
1月ユ
日の再
再評価
にさい
して決
麟i議
達価額的磨滅
部 門 番 号
90100 1部
門 番 号
92000
?
門 番 号
91000
?
?
基本的活動バラソスにある副次的組織(副業経営)
住 宅 経 営
6
建 物 … … … … … … ・… … ・
構 築 物 … … … … … … ・… … ・
伝 達 装 置 ・… … … … … … ・… ・…
機 械 と 設 備 一 全 体 ・… … … ・… … ・
動 力 機 と設 備 ・… … … … … … ・・…
国民経済部門
測定 ・調節 器 具 と装 置 お よび実
験設 備 ・… … … …… … ・…… … …・
計 算 機 ・… …… … …・・…… …
そ の他 の機 械 と設 備 … …… … …
機 械 と設備 の う ち 自 動 式 の も
の ・… … … … … … ・… … … … … ・…
運 送 手 段 … ・… … … … ・… … …
再 評 価 さ れ な い 固 定 フ ォ ソ ド…
作 業機 と設備.… … … … …._!28,。。
12
367・ll423S・
1024011690
18902150
3136833586|
2450
210
78
430
945
405
156
2650
30200
190
76
470
1010
415
156
罐得違離 鍵
456
11972年1972年
1月11月1
日の再,日の再評価前評 価
後
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
3
8100
24 0
470
8100
630
7290
45
15
120i|
220i
llol
40
1763
125
18
46
18
28
工880
144
30
54
25
29
350
30
7
15
7
8
教 育
国民経済部門
1972年1972年
1且11月1
日の再 旧 の再
醗騰
78
保健,体育,社
会保障
国民経済部門
28 28
116
・114
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
???
130
14
251・・9
210
241
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
悪
誹
440
226
41
??
??
??
?
6
固 定 フ ォ ン ド の 合 計180760[90377119220!1980i21361406il30[144i271660}707}131
(10十20!-30十401-50十61十 十68)
(出所)「 ・AO・9apeHK・,¢.刀』aHKpaT・B,nepe・UeHKa・cH・BHNxtP・HA・B.1971.cTp.121～122.
?
?
?
?
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れ た固定 フ ォソ ドの客体 の再調達価額 が1300ルーブルで あるとす ると,磨 滅 額
は429・一ブル 〔]300_.33100〕とな る・
㈲ 報告書 の作成
企業 と組織 は固定 フ ォソ ドの再調 達価 額 と物理的磨滅 とを決定 した固定 フ ォ
ン ドの再評価 の結果 につい ての報告書を作成す る。
第3表 は固定 フ ォソ ドの種類別分類に よった再評価 の結果 の報告書の一例で
あ り,第4表 は固定 フ ォソ ドの国民経済 部門別分類に よった再評価の結果 の報
告書 の一例 で あ る。 この2つ の報告逗に しめ されて いる固定 フォソ ドの分類
は,す でに指摘 した,1970年の固定 フォソ ドの分類 ヒナ型に したが ってい る こ
とはい うまで もない。
固定 フ ォソ ドの再評価 の結果に ついての この2つ の報告書 を,個 々の企業 と
組織 は上級 諸機関に提 出す る。上級 諸機関は,棚 卸 し,再 調達価額 の決定,物
理的 磨滅 の決定 な どの適否 を点検 す る。 その後,最 高諸機関(そ の中心はソ連邦
中央統計局)が 固定 フ ォソ ドの再評価 の結果 を全社会的規模で総括 す る。 その
総括 は ソ連邦閣僚 会議 の承 認後にの ちにみ る ような第5表 以 下 の要領 で公表 さ
れ るので あ る。
㈲ 再評価 の指 導体制
コル ホーズを含 むホズ ラスチ ョー ト制企業 と組織におけ る固定 フ ォソ ドの再
評価 は,1972年1月1日現在で実 施 され る。 このため,す でvtみて きた,間 定
フ ォソ ドの 棚 卸 し,再 調達価額 と物理的磨滅 の決定 とい う一連 の再評価 業務
は,1971年8月1日か ら12月31日まで の うちに実行 され る。企業 と組織にお い
ては,前 回 の資産 再評価 の場合 と同様に,再 評価委員会 が形成 され,現 場で の
再評価業務 を実行 す る。 この委 員会 は,企 業長(委 員長 となる),技 師長,会 計
長,機 械技師 長,動 力技術長,基 本建設部長,そ の他 の専門 家か ら構成 され
る。大規模 な企業 と組織 においては,職 場や部門別に も委 員会がつ くられ る。
同様 な再評価委員会 は コル ホーズにおいて もつ く ら れ る。 ソ連邦 中央統計局
が,ソ 連邦建設局,ソ 連邦 ゴス プ ラソ,ソ 連邦財 務省,ソ 連邦 ゴスバ ンク,ソ
連邦 ス トロイバ ソク,ソ 連邦価格委員会 と共同 して,今 回の資産再評価 の全般
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的指導を おこな う{1]}。
以上 が1972年に実施 された資産再評価の内容であ る。
つ ぎに,1973年に実施 された資産 再評価の 内容を簡 単にみてみ よう。
1970年11月26日付 の政府決定 に よって,科 学,国 家行政,国 防 な どの非生産
的分野に おいて国家予算か らの資 金で活動を してい るすべての施 設 と機 関の固
定 フ ォソ ドは再評価 され ることに なった。 この点 は前回の資産 再評価 と異な る
ところであ る。
予算施設 と機 関に おけ る固定 フ ォソ ドの再評価 は,ホ ズ ラス チ ョー ト制 企業
と組織 の固定 フ ォソ ドの 再評価 と同様 に,1)問 定 フ ォソ ドの在 り高 と構成 の
完全 で正確な資料 の確保,2)固 定 フ ォソ ドの適時 な再生産,維 持 お よび効 率
的な利用に とっての必要 な条件 の確保 とい う一般的課題 を もって い る。 しか
し,ホ ズ ラス チ ョー ト制企業 と組織 の固定 フォソ ドの再評価 の主要 な 目的 は,
主 として,生 産の計画化 と経済的刺 激 の新制度を改善す るために あるのに たい
'して,予 算施 設 と機関 の固定 フ ォン ドの再評価 の主要 な 日的は,主 と して,固
定 フ ォソ ドの計算 を統 一 ・改善 す るために あるので ある。
予算施 設 と機 関におい ては,建 物,構 築 物,伝 達装 置そ して機械が再評価 さ
れ る。 このため,こ れ らの固定 フ ォソ ドの棚 卸 し,再 調 達価額 と物 理的磨滅の
決定 とい う一連 の再評価 業務が,1972年7月1日か ら12月3]日までに実施 され
る。 国外 に存在す る予算施 設の固定 フ ォソ ドは再評価 されない。
一般的 課題 が共通で あ ることか ら,予 算施設 と機 関の固定 フ ォン ドの 再評価
は,1972年のホズ ラスチ ョー ト制企 業 と組織 の固定 フ ォン ドの再評価 と原則 的
に は同 じ方法 で実施 され る。
予算施設 と機関 の固定 フ ォソ ドの再評価 と同時に,労 働組合や その他 の社 会
組織 の非 ホズ ラス チ ョー ト制施設の固定 フ ォソ ドも再評価 され る。 また,都 市
や小都 市を整 備す るた めに屋外にあ る種 々の客体,た とえば,歩 道,橋,緑 化
用 多年性植物,公 園の照明施設 な ども,棚 卸 し,評 価 そ して磨滅 の決定 がな さ
れ る鴎
《447) ソ ビエ トにお け る資 産 再評 価 につ い て 25
・(1)今回 の 資 産 再 評 価 の 内 容 の 考 察 の 順 序 は,.前 回 の 再 評 価 と の 比 較 を 容 易 な ら し め
る'ため,前 回 と 同 じ 要 領 で お こ な う。 な お,前 回 の 資 産 再 評 価 の 内 容 に つ い て は,
拙 著 「ソ ビ エ ト減 価 償 却 論 争 」(1968年)310～330ペ ー ジ を 参 照 さ れ た い 。
(2)r.A,OBgapeHKo,Φ.A.1"laHKpaToB,rlepeoUeHKaoclloBHblxtPoHAoB.
1971.CTP.91～92.
{3)F.A、OBqapeHKo,Φ.刀.naHKpaToBiTaM>Ke,cTp.44～46.CM.A.
KoqHeR,OqepeAHaflHHBeHTapli3allpmocHoBHblxΦoHIIoB-Bax《H曲9TaHB
noJlroToBKeKxxnepeoUeHKe.《BecTHHKcTaTI・lcTHI〈H》1970.No.8.cTp.23～27.
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
〈
?
?
r.A.OBqapeHKo,Φ.JI.naHKpaToB,TaM>Ke,cTp.49～52.
F.A.OBqapeHKo,Φ,刀.nallKpaToB,TaM>Ke,cTp.58.
r,A.OBqapeHKo,φ 、JI。naHKpaToB,TaMM{e,cTp.53～57.
r.A.OB・lapeHI{o,Φ.Ji.Rai悶aToBジTaM眠cTp.70.
F.A.OBqapeHKo,Φ.Jl、BamKpaToB、TaM>Ke,cTp.85、
r.A.OBqapeHKo,Φ.JI.IlaHKpaToB,TaM>KC,cTp.87.
F。A.OBqapeHKo,Φ.Jli.1"{aHI〈paToB,TaM>Ke,cTp.88～90.
P.A.OBqapeHKo,Φ.JI.IIaliKpaToB,TaMx《e,cTp.45.F.OBqapeHKo,KHTor一
aMnepeolleHI〈vaocHoBHblxΦollAoB.《BecTHmKcTaTMcTMI〈?1》1972.No,12、cTp.42.
《12)CoBe[■calmenoBonpocaMrlepeo凪eHKHoclloBHblxΦoH双oB.《BecTHHK
cTaTHcTLiKH》1972.No.8.cTp.79.」ち算 施 設 と 機 関 の 固 定 フ ォ ン ドの 再 評 価 の
内 容 を 解 説 し た 命 文 と し て は つ ぎ の も の が あ る。A.KoqHeB,.1411BeHTappl3allH只
oclioBHblxΦol】八〇BriepeAvaxnepeoUemKoPlB'6K)A》1くeTHblxyqPexくneHuax.
《BecT】iui〈cT・aTlicT}IKH》1972No.2.cTP.48～54.只.F・ロoBHHcKH黄,OnpeぷeJleHIIe
BoccTal{oBHTeJlbHothcTO}IMOcTII3AaHH□Hcoopy>KellHΩ6K)AM〈eTIIblxyqpe>KA-
eH藺1・10praH}Ba邸1□.《BecTHHKcTaT}lcTHKH》1972.No.4.cTp。48～58.H.
CHMal〈,1"夏el〈oTopbleoco6eHHocTHfiepeolzeHKHHoRpeAe"eHldflK3HoCaMaJLrlml・
060py双oBal{14HKTpaHc【lopTHblxcpeAcTB610n>KeTHblxyqPe>1〈AeHHva.《BecTHRK
cTaT}{cTHKH》1972.No.7.cTp.32～37.屋外 の 都 『市 整 備 客'体 の 再 評 価 の 内 容 を 説
明 し た 論 文 は み あ た ら な い 。た だ,こ れ ら の 客 体 は,原 則 と し て,こ れ ま で 現 物 的 表 現
で し め さ れ 価 値 的 評 価 を も た ず,固 定 フ ォ ン ドの 組 成 と し て バ ラ ン ス に は 反 映 さ れ
て い な か っ た と も い わ れ る(G3.[1)mamaeB,06HToraxnepeoueHKHocHOBIIblx
tpolMOB6K)A>KeTIIblxyqpe}KAelmti.《ByxpanTepcKlithyqeT》1974.No.5.cTp.
24.
〔IV〕
・最後に,今 回の資産再評価 の結果 をみてみ よ う。
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第5表1972年1月1日 における種類別 のホズ ラスチH・一卜制企業 と組織 の
固定フ ォン ドの再評価の結 果
固定 フ ォソ ドの種類
固定 フ ォソ ドー 全体 … ∵・・… … ・・
内 訳
建 物 ・…… … … … …… … ・・
その うち 住宅
構 築 物 …… … ∴ … ・…・・… …
伝 達 装 置 ・… … …… … … ・… …・
機 械 と設備 ・… ・… …… … ・……_
そ の うち:
動 力 機 と設 備 … ・… … … …・・…
作 業機 と設 備 ・… … … …… … ・・
測 定 ・調 節 器 具 と装 置 お よび
実 験 設 備 … …… ・… … … ・・… …
計 算 機 …… … … … …… …
そ の他 の機 械 と設 備 … …… …
運 送 手 段 ・… … …… … … ・・… …
器具,生 産 用備 品,事 務 川 備 晶 …
そ の他 の種 類 の固 定 フ ォソ ド…
再評価後の固定フォ
ソ ドの総バラソス価
額一再調達価額
10億ル ー
ブル
721.5
320.5
136.7
119.3
53.1
147.2
31.9
103.3
6.9
1.9
3.2
54.5
6.4
20.5
全体にた
いする%
100.0
44.4
18。9
16.5
7。3
20.4
4、4
14.3
1、0
0、3
0、4
7.6
0.9
2.9
再評価前 再調達価額
の取得価 にたいする
額に対す%で の再評
る%での 価にさいし
再評価後 て決定され
の再調達 た固定フォ
匝額 ソ ドの磨滅
111
113
117
121
118
104
107
104
93
90
99.5
103
99.6
100
25
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
(出 所)CTaTHcTHgecKHeMaT.epロaAbl.《BecTHPII〈cTaTHcTHKId》1972.No.12.
CTP.88.
1972年1月1日には,26万5000のホズ ラスチ ョー ト制 の国営,協 同組合,公
共 の企業 と組織 お よび3万8000のコル ホ ーズの固定 フ ォン ドが再評価 された。
再調達価額 と物理的磨滅 が決定 され た固定 フ ォソ ドの総数は1億2300万単位に
お よび,約300万人 の人 が再評価 の一連 の業務 に参加 した。
資産再評価 の結果,ホ ズラス チ ョー ト制 の国営,協 同組合(コルホーズを含む)
お よび公共 の企業 と組織 の全 固定 フ ォソ ドの総再調達価額 は7215億ル ーブル と
なった。 それは取 得価額 を平均 して730億ル ーブルつ ま り11%増加 させ た こと
にな るとい う。 この場 合,一 部の固定 フ ォソ ドの取得価 額は1060億ル ーブルつ
ま り16%引上げ られ,他 の一部 のそれ は330億ル ーブルつ ま り5%引 下 げ られ
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第6表1972年1月1則 こおける国民経済部門別のソ連邦 のホズラスチ ョー ト
制企業 と組織 の固定 フォン ドの再評価 の結 果
国 民 経 済 部 門
固 定 フ ォ ン ドー 全 体 … … ・… … … ・・
?
?
?
?
?
内 訳
業 ・… … … … … … ・… … … ・
業 … 一 … 一 ・… ・… … … ・
輸 … … … ・… … … ・… ・… …
信 ・・… … ・… ・… … … … … ・・
■几亘又 ‥"‥"‥ ‥ ‥'''"‥ ‥ ‥ ‥'‥
商 業 と公 共食 堂 …… ・… … …… … ・・
資材 ・機械 補 給,調 達 お よび そ の
他 の物 的生 産 部門 … … …… ・… … ・・
住 宅 公 益経 営,生 活 サ ー ビス … …
保 健,教 育,文 化,芸 術,科 学 そ
の他 の非 生産 的 部門 ・… ・・… … ・… ・・
再評価後の固定フォ
ソ ドの総バラソス価
額一再調達価額
10億ル ー
ブル
721.5
271.7
97.2
99.5
8.4
22.0
15.8
12.4
157.3
37.2
全体にた
いする%
100.0
37.7
13.5
13.8
1.2
3.0
2。2
1.7
21.8
5.1
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
111
109
106
118
110
103
106
109
116
110
再調達価額
にたいす る
%で の再評
価に さい し
て決定 され
た間定 フオ
ン ドの磨滅
25
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
(山所)CTaTvacTMqecKMeMaTepH朋bl.《BecTHvaKvacTaTHcTHKH》1972.No.12.
CTP.89.
たのであ る。取 得価額にたいす る再調達価額 の増加は,主 に,工 業生産物 の卸
売価格 の引上げ,建 設業 の見積 りノル マと価 格,運 賃 の引上げ に よる もので あ
り,反 対 に,そ の減少は,主 に,固 定 フ ォソ ドの個 々の種類の道徳的磨滅 を考
慮 して再調達価額を決定 した ことに よる ものとされ ているω。
第5表 は固定 フォソ ドの種類別 に よる資産再評価 の結果で ある。 この表 か ら
あ きらか な よ うに,建 物 の再調達価額 は取 得価 額 を13%うわ まわ り,構 築物 は
21%,伝達装置 は18%,機械 と設備 は4%,運 送手段 は3%そ れ ぞれ うわ まわ
った。他方,測 定 ・調節器具 と装置 お よび実験設備 の再調達価 額は取得価額 の
93%とな り,計 算機 は90%となった。
第6表 は固定 フ ォン ドの国民経済部 門別 に よる資産 再評価 の結果 であ る。 こ
の表でわか るよ うに,固 定 フォン ドの構成 において建物 と構築物 の比 率が高 い
部門 においては,再 調 達価 額はいち じるし く引上 げ られてい るのが特徴 とな っ
てい る。
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第7表1972年1月1日 における共和国別 のホズラスチ ョー ト制 企業 と組織 の
固定フ ォン ドの再評価 の結果
?
和
?
ソ 連 邦 … … … … … … ・… … … … … … ・
ロ シ ア 共 和 国 ・… … … … … … … … ・… ・…
ウ ク ラ イ ナ 共 和 国 ・… … … … … ・… … ・…
ベ ロ ル シ ア 共 和 国 ・… … … ・・… ・・… … ・…
ウ ズ ベ ク 共 和 国 … ・… … … … … … ・・… …
カ ザ フ 共 和 国 … … … … … ・・… ・… … … …
グ ル ジ ア 共 和 国 … … ・… … … … ・… … … ・
ア ゼ ル バ イ ジ ヤ ソ 共 和 国 … ・… … ・… ・…
リ トア ニ ア 共 和 国 ・… ・… ・… … ・… … … ・・
モ ル ダ ビ ア 共 和 国 … ・… … … … … … … ・・
ラ ト ビ ア 共 和 国 ・… … … … ・… ・… … … …
キ ル ギ ス 共 和 国 … ・… ・… ・・… … ・…'… …
タ ジ ク 共 和 圏 ・… … … ・… … ・… … … ・・… ・
ア ル メ ニ ア 共 和 国 … ・・… … … ・… ・・'……
トノレ ク メ ソ 共 和 国 … ・… ・… … … … ・… …
エ ス トニ ア 共 和 川 ・… … … … ・… … … ・…
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
????
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
111
111.5
112.5
112
107
107
川
Hl
l14
110
116
107
107
110
108
114
再調達価額にたいす
る%での再評価にさ
い して決定された固
定フォソ ドの磨滅
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
(出 所)CTaTHcT}{・lecKHeMaTepHa、 πbL《BecTHr・IKcTaTHcTHKPI》1972.No.12.
CTP.89.
再調達価額 の決定 と同時 に,固 定 フ ォソ ドの物理的磨滅 が決定 された。 国民
経済 の固定 フォソ ドの磨滅 は1810億ル ーブル とな り,そ れ は再調 達価額 の25%
に相 当す るといわれ ている②。
第5表 か らあ きらか な よ うに,作 業 機 と設備,測 定 ・調節器 具 と装 置お よび
実験 設備 に とっては磨滅 は大 きい。 それ らの磨滅 は38%になってい る。動 力機
と設備 の磨滅は33%である。 また,第6表 でわか る よ うに,国 民経済部 門別 の
固定 フ ォソ ドの磨滅 は同一で ない。 それ は工業 では28%,農業で は21%,運輸
で は30%,建設で は31%である。 さらに,商 業 と公共食堂で は22%,住宅公益
経営 ・生活 サ ービスでは20%,そ して,教 育 では16%であ る。工業 の個 々の部
門 におけ る生 産的 工業 固定 フ ォソ ドの磨滅 は,全 体 として の工業部門 の平均的
(451)ソ ビエ トにおける資産 再評価について29:・
第8表1972年1月1日 における種類別の工業の固定フ ォン ドの再評価の結果
固定 フ ォソ ドの種類
再評価後の固定
フ ォソ ドの総バ
ラソス価額一再
調達価額,10億
ノレ ー フ ノレ
固定 フ ォソ ドー 全体 …… … …… …
内 訳
建 物 ・…… … … …… ・… … ・…
構 築 物 ・…… … … …… ・… … …・
伝 這≧装 置 … … ・・…… ・… … ・… ・…・
機 械 と設 備 ・…… … ・… … …… ・… …
そ の う ち
動 力機 と設 備 … … …… … ・… ・…・
作 業機 と設 備 … … …… … …… …
測 定 ・調 節 器具 と装 置 お よび 実
験 設備 …… ・… … …… ・…… … ・…
計 算 機 … ・… …… … … ・・… …
そ の他 の機 械 と設 備 … … …… …
運 送 手 段 ・…… … … …… ・… … …・
器 具,生 産 用 備 品,事 務用 備品 …
そ の他 の種類 の固定 フ ォン ド……1
271.7
82.2
52.9
31.5
97.4
21.4
71.1
3.3
0.7
0。9
5.7
1.7
0.3
再評価前の取得
価額にたいする
%での再評価後
の再調達価額
109
109
112
119
106
110
106
96
91
97
101
100
100
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
28
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
(出 所)CTaTvacTMqecKvaeMaTepMa"bl.《BecTHHKcTaTHcTHKH》1972.No.12.
CTP.90.
第9表
100万ル ー ブル
指 標
ソ連 邦農 業 制度 全 体 … …
内 訳
ソフホ ーズ とそ の他 の
国営 ホズ ラス チ ョー ト
制企 業 と組 織 … … …… …
コル ホ ーズ ・… … … …… ・・
1972年1
月1日 に
おけ る取
得 価額
108589、8
57118.5
51471.3
1972年1
月1日 に
おける再
調達価額
116863.g
60754.7
5619.2
変 化
金 額
十8274.1
十3636.2
十4637.9
%
7.6
6.4
内 訳
十
12793.2
5889.7
9・Ol6903・5
1
4519.1
2253.5
2265.6
(出 所)HTorHnepeo【leHKKocHoBHb!x(poH,qoBBKonxo3axvacoBxo3ax.《yqeT
HΦHHaHcHBK・nx・3axHc・Bx・3ax》1973 .N・.1.cTp.20.
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第io表1972年1月1日 におけ る種類 別のコルホーズ(漁 業 を除 く)の 固定フ
ォン ドの再評価 の結果
固定 フォソ ドの種類
固 定 フ ォ ソ ドー 全 休 … … … … … ・… ・・
内 訳
建 物 … ・… … … … … ・… … ・…
構 築 物 ・… … … … … … ・… … … ・
伝 達 装 置 ・… … … … … … ・・… ・・… ・
1幾‡或 と 設 備 ・… … … …"・・… ・… … … ・
そ の う ち … ・… … … … … ・… ・…
動 力 機 と 設 備 ・… … … … … ◆・… …
el三業 機 と 設 痂浦 ・… … ・… … … ・… …
測 定 ・調 節 器 具 と 装 置 お よ び 実
験 設 備 ・… … … … ・… … … … … ・…
計 算 機 … ・… … … … … ・… ・…
そ の 他 の 機 械 と 設 備 … … … … …
運 送 手 段 ・… … … … … … ・… … ・…
器 具,生 産 用 備 品,事 務 用 備 品 …
そ の 他 の 種 類 の 固 定 フ ォ ソ ド… …
再評価後の固定
フ ォン ドの総バ
ラソス価額一再
醗 哩 。100
56109
29852
5017
1008
8964
3382
5241
137
2
'202
1911
850
8507
再評価前の取得
価額に対する%
での再評価後の
再調達価額
109
115
114
111
100
100
100
100
100
100
100
100
ユ00
再調ユ玉価額 にた
いす る%で の再
評価 にさい して
決定 され た固定
フ ォソ ドの磨滅
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?
?
?
??
?
?
』
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
(出所)CTaTHcT}lqecKHeMaTeplla囚u.《BecTHm{cTaTIIcTHKPI》1972.No、12.
CTP.90.
磨滅 を うわ まわ っている。機械 製造業 と金属加工業,建 設資材工業,軽 工業 の
生産的工業 固定 フォソ ドの磨滅 は27%とな り,石 油化学工業 のそれは23%とな
ったt3)。
加盟共和 国別 の固定 フ ォン ドの再評価の結果は第7表 の ごと くであ る。加盟
共 和国別 に固定 フ ォソ ドの再調達価額 の引上げ に差があるのは,各 共和 国に配
置 されて いる経済部門や固定 フ ォソ ドの種 類が異な るか らで あ り,ま た,固 定
フ ォン ドの個 々の客体 を取得 あ るいは建設 の時点で工業 と建 設業 の生産物 の価
格に差があ った ことに起因す るのであ る。
工業 におけ る固定 フ ォソ ドの種類別 の資産 再評価 の結果 は第8表 の ごと くで
あ る。
農業 におけ る固定 フ ォソ ドの資産再評価 の結果 は第9表 の よ うにな る。 さ ら
(453) ソビエ トにおける資産再評価 について31
第1俵
再調達価額にたいす る%
固 定 フ ォ ソ ド の 種 類
建 物 … ・… … … … ・… … … … … ・…
そ の う ち 住 宅 … … … … ・・… … … ・… …
構i築 物 … … … ・… ・・・… … … … … ・… ・
伝 達 装 置 … … … … … … ・一 ・… … ・… ・
機 械 と 設 備 ・… … ・… ・… ・… … … … … ・・…
運 送 手 段 … ・… … … … … ・… … … … … ・
平 均
全 体
?
ー
??
〈?
?
?
?
?
?
?
?」
?
1
内 訳
国営農業企
業と組織
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?ー
?」
?
?
211
コル ホ ーズ
?
?
?
?
?
?
?」
?
ー
?
ー
?
?
?
・川 22
(出所)HTorHnepeoUeHI《HoclloBHblxOPoHJiOBBKo刀xo3axHcoBxo3ax.
《ygeTT・iΦHIIallcblBKoJlxo3axHcoBxo3ax》1973.No1.cTp.21.
第12表 種 類 別 の 予 算 施 設 と 機 関 の 固 定 フ ォ ン'ドの 再 評 価 の 結 果
・^^F-一 一 一tTt一m
固定 フ ォン ドの種類
固 定 フ オ ン ドー 全 体 … ・… … … … ・・…
内 訳
建 物 … … … … ・… … … 一 … …
そ の う ち 住 宅 ・… … … … … … ・… ・…
構 築 物 ・… … ・… … … ・… … ・… ・… ・
伝 達 装 置 … ・… … ・・… ・… … … … … ・・
孝幾械 と 設{蔚 ・・… ・… … … ・・・・… … … … ・・
運 送 手 段 ・… … … … … … ・… … … ・…
器 具,生 産 用 備 品,事 務 用 備 品,付
屈 品 … ・… … … … … … … … … … … ・・…
多 年 性 植 物 ・… … … … … ・… ・… … … …
そ の 他 の 岡 定 フ ォ ソ ド・・… … … … … ・
再評価後の目定 フ ォ
ン ドの総 バ ラソス価
額一再調達 価額
麗 ル「
102.4
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
全体にた
いする%
1・.・1
46.2
・7
.4
35.6
1.1
8.3
1.8
1.9
0.6
4.5
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
123
136
131
ユ24
112
97
97
100
100
101)
28
27
23
27
25
45
49
47
34
× ・
(出所)CTa'rneTp;gecKMeMaTepuanbl.《BecTHHKcTaTHcTHKH》1974.No.5.
CTP.91。
に ・ 固 定 フ ォ ン ドの 種 類 別 の コル ホ ー ズ の 資 産 再 評 価 の 結 果 は 第10表 の ご と く
で あ る。 農 業 で は,2万2919の ソ フ ホ ーズ と そ の 他 の ホ ズ ラス チ ョ ー ト制 の 国
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第13表 共和国別 の予算施設 と機関 の固定フォン ドの再評価 の結果
共 和 ?ー
ソ 連 邦 … … … … ・… … ・・… … … … ・… … ・… ・… …
ロ シ ア 共 和 国 ・… … ・… … ・・… … … … … ・・… …
ウ ク ラ イ ナ 共 和 国 … … … … … ・… … … … … ・・
ベ ロ ル シ ア 共 和 国 ・… … ・… … ・… … … … … …
ウ ズ ベ ク 共 和 国 … … … … ・… ・… … … … … … ・
カ ザ フ 共 和 国 ・… … … … … ・・… … ・… … … … ・・
グ ル ジ ア 共 和 国 … ・… … … … … ・… ・… … … …
も
ア ゼ ル バ イ ジ ャ ソ 共 和 国 … ・… … … … ・… … ・
リ トア ニ ア 共 和 国 … … … ・… … … ・・… … … …
モ ル ダ ピ ア 共 和 国 … … … ・… … … ・… … … ・…
ラ ト ビ ア 共 和 国 ・… … … … … ・… … ・… … … …
キ ノレギ ス チじ不n国 ・‥・‥… ‥… ‥… ‥・・・… ‥・・・・…
タ ジ ク 共 和 国 … ・… … … … … ・… … ・… … … …
ア ル メ ニ ア 共 和 国 … … … ・… … ・… … … … … ・
トノレク メ ソ 共 和 国 … … … … … … ・・… … ・… …
エ ス トニ ア 共 和 国 … … … ・… … … ・・… … … …
再評価前の取得
価額にたいする
%での再評価後
の再調達価額
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
ー
?
ー
?
?
??
?
?
?」
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
(出所)CTaTHcTHqecKHeMaTepHanbl.《BecTHHKcTaTMcTnKH》1974.No.5.
CTP.92.
営農業企業 と組織,3万8000のコル ホ ーズ とコルホーズ合 同組織 におけ る固定
フ ォソ ドの再評価 が実施 された。
ソフホーズ とその他 の国営農業企業 では,建 物 と構築物 の再調 達価額 は取 得
価額 よ り高 くな った。その理 由は,1つに,取 得価額を増大 させ ることな く大修
繕資 金に よって建物 と構築物 を拡 張再 建 して きたか らで あ り,2つに,コル ホー
ズか ら ソフホーズに受 けいれた建物 の評価増に よるもの,と いわれて い るω。
農 業 におけ る1972年1月1日現在での固定 フ ォソ ドの磨滅 も決定 された。農
業全 体 と ソフホーズな どの国営農業企 業お よび コルホ ーズの固定 フ ォソ ドの磨
滅 の内容 は第11表の ごと くであ る。第11表か ら,機 械 と設備,運 送手段 の磨滅
が大 きい ことがわか る。 しか し,エ ス トニア加盟共和 国 とアゼルバ イジ ャン加
盟共和 国では,そ れは さ らに大 き く,運 送手段の磨滅率 は,ソ フホ ーズな どで
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第14表 屋外 の都市整備客体の価額 と磨 滅
屋 外 の 整 備 客 体
屋 外 の都 市 整 備 客体 一 全体 ・… … … …… … ・… …… … ・
そ の う ち
道 ・橋 の構築 物 … …… … … ・… … … ・…… … … …… ・…
内 訳
特 定 の工 事 が ほ ど こされ た街 路,通 路,広 場 の馬
車 区域 … ・… …… … …・…… … … ・… ・… ・… …… … ・…
水 力工 学 施 設 … … ・… …… … ・… … … …… ・・… ・… … …・
衛生 ・保 健,清 掃 の構築 物 … ・・… … ・… ・…… … … … ・・
緑化 多年 性 植物 … …… … ・… … ・… … …・… ・… … ・… … ・
内 訳
衛 生 ・保 健,防 護 地帯 と都 市 郊 外 の森 林公 園 ……
街 路,通 路 お よび広 場 の緑 化 多年 性 植 物 … …… …
(街路,公 園,小 公 園 等 の)屋 外 照 明 の構築 物 … … …
そ の他 の屋 外 の整 備 客体 ・・… … …… … …… … … … …・
再調達価額
100万ル ー
ブル
16018.8
lO596.3
7177,7
852.2
17.2
4031。9
977。7
2007.4
210.9
310.3
再調達価額に
たいする%で
の屋外の整備
客体の磨滅
28
24
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
(出 所)CTaTHcTIIqecKMeMaTepMa刀bl.
CTP.92.
《BecTi田KcTaTKcT}IKH》1974.No.5,
51%,コル ホv-・一ズで54%であ り,そ れの取替 え と更新 が必要であ る ことを しめ
しているとい う旧。
以上 が1972年の資産 再評価 の結果 である。
つ ぎに,1973年の予算施設 と機関 におけ る固定 フ ォン ドの再評価 の結果 は第
12表の よ うになった。第12表か ら,予 算施設 と機関の全 固定 フ ォン ドの総再調
達価額は玉024億ル ーブル となった。 したが って,ホ ズ ラスチ ョー ト制企業 と組
織 の全 固定 フ ォソ ドの総再調 達価額(7215億ルーブル)と 予算施 設 と機関 の全 固
定 フ ォン ドの総再調達価額(1024億ルーブル)と の合計 は,8239億ル ーブル とな
る。
第13表は加盟共 和国別の予算施 設 と機関の固定 フォン ドの再評価 の結果であ
る。
第14表は屋外 の都市整備 客体 の再評価 の結果を しめ した ものであ り,第15表
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第15表共和国別の屋外の都市整備客体の価額と磨滅
?
和 国
ソ 連 邦 ・… … … …… … …
ロ ンア共 和 国・… …… ・… …
ウ ク ライナ 共和 国 ・… …・・
ベ ロル シ ア共和 国 ・… … …
ウズ ベ ク共 和 国 ・・… … … ・・
カザ フ共 和 国 ・… … …… …
グル ジア共 和 国 …・… ……
アゼ ル バ イ ジ ヤソ共 和 国 ・
リ トア ニア共 和 国 … ・… …
モル ダ ビア共 和 国 … … …・
ラ トビア共 和 国 … … ・… …
キル ギス共 和 国 ・… … … …
タ ジ ク共 和 国・…… … … …
アル メニ ア共和 国 ・… … …
トル ク メ ン共和 国 ・… … …
ユ ス トニア 共和 国 ・… … …
・ ・ ■ ◆ ● ■ ● ● ● ● ■ ◆ ・ ・.・ ・ ■ ● ● ● ◆ ● ■.・.・,・ ■ ・
...・ ● ■ ■ ● る ■ る....・.◆.● ・ ◆ ● ・ 白 ◆ ・..・ ・
● ● ■ 令 ● ● ● ● ● 金 ■ ・..◆ ● ・ ● ⑳ ・ ● ◆ ■ ● …..・ ・.
● ● ● ● ● ●s● ● ● ◆ ● ● ■ ■ ● ■ ◆ ● ● 令 ● ● ● φ..◆ ….
..■ ● ● ● ● ● ■ ● ● … ◆ ● … ● ・ ● ● ● ・ ● ・ ・ ■ ・.●
・ ◆.'・.◆ ◆ ・.● ・..三.….・ ◆ …..ウ ・.◆.
■ ■ ■ ■ ● ● ● ■ ■ ■ ■4.・ ● ・ ● 」 ● ● ● ● ● ■.● ・.已.・ ・
● ◆ ● ■ ● ■ ● ■ ● ● ●4● ● ◆ ● ● ● ♂ ● ● ■ ● ■ ・ ♂.◆ ・ ■ ・ ◆
■ ■ ■ ● ● ● ● ● ● ● ●.・ ・t.●..■ ■ ● ● ■ ….・.・s
● ● ■.◆ ● ● ■ ■ ● ● ・ ■ ・,■.・ ■ ●.⑳ ● ・.・.◆..・ ・
● ■ ● ● ● ● ● ■ ■ ■ ● ● ● ● ● ■ ■ ● ■ ● ■ ● ● ● ● ・ ■.….
● ● ● ■ ● ■ ■ ■ ■ ■ ●4..● ● ●P■.● ◆ ● ● ・ ◆.◎..白 ・
● ● ■ ● ● ● ● ● ■ ■ ● ■ ■ ● ● ● ■ ● ● ● ● ■ ● ● ・..`・ ・.◆
● σ ■ ● ● ■ ● ● ● ● ◆ ■ ● ■ ◆ ● ● ● ● ● ■ 令 ● ■.◆ ・,.● ■ ◆
■ ● ■ ● ● ● ● ● ■ ■ ● ・ ・....・..■ ■ ● ●.ひ ・ ・ … ●
■ ■ ●i■ 令 令 ● ● ● ◆ ■ ● ● ■ ■ ■ ◆ ■ ■ ● ◆ ● ■'.・ ⑳ ● ■$●
再調達価額
100万ル ー
ブル
16018.8
8865.3
3088.6
473.3
484.4
600.3
433.9
242.7
395.2
171、6
480.4
164.3
123.1
209.9
99.7
186.1
再調達価額 に
たいする%で
の屋外の整備
客体の磨滅
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
(出所)CTaTHcTvaqecKHeMaTepHanbl.《BecTHHKcTaTHCTPIKII》1974.No,5.
CTP.93.1一
はその結果の加盟共和国別の内容をしめしている。屋外の都市整備客体の再調
達価額は160億1880万ル ー ブルで あ ることが第14表よ りわ か る。 これ に よっ
て,ソ ビエ トで は国家 と全人民 の貴重 な財産 であ る大 半 の固定 フ ォソ ドの再調
.達価 額 が 決 定 さ れ た こ と に な る の で あ る 〔6}。
(1)P.OBqapellKo,KHToraMnepeoKeHKvaocHoBHblxΦoH双oB.《BecTimK
cTaTHcTHKH》1972.No.12.cTp.39.
〆(2)r、OBqapeHKo,TaM>Ke,cTp、40、
s〈3)r.OBuapel{1〈o,TaM)Ke,cTp.41.
《4)レITomnepeoUeHKHocHoBHblx(poHAPBBKonxo3axHcoBxo3ax.《YqeTn
Φ}1Hallc61日1《oJlxo3axHcoBxo3ax》1973.No.1.cTp.i9～20、
(5)TaM》Ke,'CTP.20.
(6)最 後 に,本 稿 で 引 用 し た 以 外 の 資 産 再 評 価 に つ い て の 論 文 を 参 考 ま で に し め し て
(457)ソ ビ エ トに お け る 資 産 再 評 価 に つ い て35
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nepeolleHKaocHOBHHxΦoH丑oB.《ByxranTepcKllVaygeT》1971.No.8.cTp.
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